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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 50,982 5.2 1,874 37.6 1,760 37.7 1,249 10.1
22年3月期第2四半期 48,482 △10.5 1,362 ― 1,278 ― 1,134 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 26.66 ―

22年3月期第2四半期 24.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 78,456 53,265 67.9 1,136.26
22年3月期 76,289 52,459 68.8 1,119.06

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  53,265百万円 22年3月期  52,459百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 103,500 4.7 2,200 19.5 2,000 19.1 1,200 △43.0 25.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年５月11日に公表いたしました連結業績予想を本資料において修正し、開示しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。また、個別業績予想等の修正内容につきましては本日別
途開示する「第２四半期累計期間業績予想数値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  46,942,374株 22年3月期  48,942,374株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  64,436株 22年3月期  2,064,416株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  46,877,945株 22年3月期2Q  47,078,057株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国の顕著な景気回復や政府による

景気刺激策もあって、緩やかな持ち直しが見られる一方、雇用環境や所得情勢は依然として低迷、円高進行や株

安等の不安要因も併せて、先行き不透明な厳しい環境が継続しております。 

  住宅設備機器業界におきましては、住宅ローン減税や住宅エコポイント制度導入等の需要促進策は打ち出され

ているものの、個人消費は将来の不安から節約志向が根強く、企業間競争激化により低価格志向が一層強まり、

業界環境は厳しい状況が続いております。 

 このような中で当社グループは、平成22年６月、システムキッチン「Ｓ．Ｓ．ライトパッケージ」を、間口や

高さ等のバリエーションを増やしつつ、従来より５万円値下げして発売いたしました。また、普及価格帯のシス

テムキッチン「ラクエラ」と、システムバスルーム「ｈａｉｒｏ（はいろ）」を同月リニューアルし、新洗面化

粧台「ＢＴＧ」とのトータルコーディネートも可能な商品として同時発売いたしました。 

 販売面では、地域有力店を対象に工場見学会を実施し、ファン化促進、連携強化を図りました。また、当社の

会員登録制組織「水まわり工房」加盟店や有力リフォーム店との連携をさらに深め、全国102ヶ所のショールーム

を活用した「リフォームフェア」や「お料理教室」等を開催し、需要の獲得に努めてまいりました。 

 生産面では、引き続きＶＥ活動を推進し、原価低減に努めました。 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高を部門別にみますと、厨房部門では「Ｓ．Ｓ．」は“ライト

パッケージ効果”もあり数量は２ケタ増したものの、金額は減、「クリンレディ」は数量、金額とも増、「ラク

エラ」は数量、金額とも４割超の大幅増となりました。この結果、厨房部門の売上高は前年同期比5.8％増の391

億５千１百万円となりました。 

 浴槽・洗面部門では、システムバスルーム「アクリアバス」は数量、金額とも減、「ｈａｉｒｏ（はいろ）」

は数量、金額とも２ケタ超の増、洗面化粧台は数量、金額とも増加いたしました。この結果、浴槽・洗面部門の

売上高は前年同期比1.3％増の96億８百万円となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比5.2％増の509億８千２百万円となりました。利

益面では増収により経費の増加を吸収し、営業利益は18億７千４百万円（前年同期比37.6％増）、経常利益は17

億６千万円（同37.7％増）、四半期純利益は資産除去債務の計上があったものの12億４千９百万円（同10.1％

増）と増益となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は784億５千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億６千７百万円

増加いたしました。流動資産は528億２百万円となり、31億４千６百万円増加いたしました。これは現金及び預金

が10億３千７百万円、期末にかけての売上高が増えたこと等により、受取手形及び売掛金が11億８千１百万円、

有価証券が２億円、未成工事在庫の積み上がり等による商品及び製品が６億２千２百万円増加したこと等により

ます。固定資産は256億５千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億７千９百万円減少いたしました。これ

は減価償却等により有形固定資産が５億２千９百万円、無形固定資産が２億３千２百万円、時価評価等により投

資有価証券が１億５千８百万円減少したこと等によります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は251億９千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億６千１百万

円の増加となりました。流動負債は187億８千５百万円となり、13億１千４百万円増加いたしました。これは仕入

増加等に伴う信託一括支払いが増えたこと等により未払金が６億９千９百万円、前受金（流動負債その他）が５

億６百万円増加したこと等によります。固定負債は64億６百万円となり、４千６百万円増加いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は532億６千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億６百万円

増加いたしました。これは四半期純利益12億４千９百万円、配当金の支払い２億３千４百万円、その他有価証券

評価差額金減少２億５百万円等によります。また、自己株式200万株（９億５千８百万円）を６月30日付で消却し

ております。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の68.8％から67.9％になりました。 

（キャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ12

億３千７百万円（5.7％）増加して231億１千８百万円となりました。 

 営業活動によって得られた資金は24億９千２百万円（前年同期比32.5％減）となりました。これは、税金等調

整前四半期純利益が14億１千９百万円、減価償却費が14億４千３百万円で、未払金の増加が７億１千７百万円あ

った一方、売上債権の増加６億１千６百万円、たな卸資産の増加７億５千２百万円があったこと等によるもので

す。 

 投資活動の結果使用した資金は４億９千３百万円（前年同期比49.3％減）となりました。これは、生産設備の

増設および改修等有形固定資産取得に伴う支出が１億２千９百万円、顧客管理等情報システム構築に伴う支出が

２億２千８百万円、投資有価証券の取得による支出が２億７百万円あったこと等によります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 財務活動の結果使用した資金は７億５千７百万円（前年同期比29.6％減）となりました。これは、長期借入金

の約定返済４億９千万円、配当金の支払いが２億３千４百万円あったこと等によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  今後の見通しにつきましては、円高傾向が加速する中、依然として景気回復の本格化には至らず、個人消費の

持ち直しにはさらに時間を要するものと予想されます。新設住宅着工戸数も回復の兆しはみられるものの絶対量

は低水準のまま推移しており、住宅設備機器業界を取り巻く環境は、厳しい状況が継続するものと思われます。 

 こうした状況下で当社グループは、値ごろ感のあるシステムキッチン「Ｓ．Ｓ．ライトパッケージ」、リニュ

ーアルしたシステムキッチン「ラクエラ」、システムバスルーム「ｈａｉｒｏ（はいろ）」を中心に売上拡大に

努めてまいります。また、生産面での原価低減、コスト削減にも引き続き努めてまいります。 

 以上により、通期の連結業績予想につきましては、売上高1,035億円、営業利益22億円、経常利益20億円、当期

純利益12億円に修正させていただきます。 

 なお、平成22年５月11日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想との差異は以下の通りです。 

  

   平成23年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日）      

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ② たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、一部実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

 ④ 経過勘定項目の算定方法 

 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

 ⑤ 繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

   

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

    売上高      営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり    

当期純利益  

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

 前回発表予想（A） 100,000     1,050 850             100             2.13 

 今回発表予想（B） 103,500  2,200 2,000  1,200 25.60 

 増減額（B-A）  3,500     1,150 1,150  1,100 － 

 増減率（%）  3.5 109.5 135.3 － － 

（ご参考）前期実績           

（平成22年３月期） 98,843  1,840  1,679  2,104  44.80 

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ７百万円減少し、税金等調整前四半

期純利益は299百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は352百万

円であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,306 20,269 

受取手形及び売掛金 25,104 23,923 

有価証券 1,812 1,612 

商品及び製品 1,767 1,144 

仕掛品 123 121 

原材料及び貯蔵品 899 939 

その他 1,835 1,690 

貸倒引当金 △47 △46 

流動資産合計 52,802 49,655 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,456 8,534 

その他（純額） 10,070 10,521 

有形固定資産合計 18,527 19,056 

無形固定資産 2,076 2,309 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,246 2,404 

その他 2,910 3,027 

貸倒引当金 △106 △163 

投資その他の資産合計 5,051 5,268 

固定資産合計 25,654 26,634 

資産合計 78,456 76,289 
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,117 6,033 

短期借入金 2,280 2,280 

未払金 7,527 6,828 

未払法人税等 222 350 

賞与引当金 1,177 1,078 

その他 1,460 900 

流動負債合計 18,785 17,470 

固定負債   

長期借入金 2,065 2,555 

退職給付引当金 1,598 1,415 

役員退職慰労引当金 424 424 

資産除去債務 349 － 

その他 1,968 1,964 

固定負債合計 6,406 6,359 

負債合計 25,191 23,830 

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,267 13,267 

資本剰余金 12,351 12,351 

利益剰余金 27,680 27,624 

自己株式 △30 △989 

株主資本合計 53,268 52,253 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 207 

為替換算調整勘定 △5 △1 

評価・換算差額等合計 △3 206 

純資産合計 53,265 52,459 

負債純資産合計 78,456 76,289 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 48,482 50,982 

売上原価 31,669 33,179 

売上総利益 16,812 17,803 

販売費及び一般管理費 15,450 15,928 

営業利益 1,362 1,874 

営業外収益   

受取利息 17 15 

受取配当金 23 29 

仕入割引 173 151 

その他 65 77 

営業外収益合計 279 274 

営業外費用   

支払利息 38 34 

売上割引 308 325 

その他 16 28 

営業外費用合計 363 388 

経常利益 1,278 1,760 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 8 2 

賞与引当金戻入額 57 － 

固定資産売却益 0 － 

その他 0 0 

特別利益合計 67 2 

特別損失   

固定資産除売却損 5 17 

投資有価証券評価損 0 22 

退職特別加算金 54 2 

減損損失 5 8 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 292 

その他 9 － 

特別損失合計 74 343 

税金等調整前四半期純利益 1,271 1,419 

法人税等 136 169 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,249 

四半期純利益 1,134 1,249 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,271 1,419 

減価償却費 1,777 1,443 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 292 

賞与引当金の増減額（△は減少） △122 98 

売上債権の増減額（△は増加） 2,596 △616 

たな卸資産の増減額（△は増加） △995 △752 

仕入債務の増減額（△は減少） △228 83 

未払金の増減額（△は減少） △445 717 

その他 59 88 

小計 3,912 2,774 

利息及び配当金の受取額 47 46 

利息の支払額 △39 △34 

法人税等の支払額 △227 △292 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,692 2,492 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △307 △129 

有形固定資産の売却による収入 0 29 

無形固定資産の取得による支出 △665 △228 

投資有価証券の取得による支出 △304 △207 

投資有価証券の償還による収入 301 － 

その他 2 42 

投資活動によるキャッシュ・フロー △972 △493 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,190 － 

長期借入れによる収入 1,260 － 

長期借入金の返済による支出 △290 △490 

自己株式の取得による支出 △596 △0 

配当金の支払額 △240 △234 

その他 △19 △33 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,076 △757 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △4 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,647 1,237 

現金及び現金同等物の期首残高 16,675 21,881 

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,323 23,118 
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 該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 当社および連結子会社は、住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業とその他事業を行っております。  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計、営業損益の金額の合計額に占める「住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業」

の割合がいずれも90％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。 

  

〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日至平成21年９月30日） 

 連結売上高に占める「海外売上高」の割合が10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

 当社および連結子会社は、住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業とその他事業を行っておりますが、報告セ

グメントは単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

 当社は、平成22年５月11日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却について決

議し、次のとおり自己株式を消却いたしました。これにより、利益剰余金および自己株式がそれぞれ958百万円減

少しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 ① 消却した株式の種類  普通株式 

 ② 消却した株式の数 

  

 2,000,000株 

（消却前の発行済み株式総数に対する割合 4.08％）  

 ③ 消却実施日   平成22年６月30日 
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生産、受注及び販売の状況 

（１）生産実績 

 当第２四半期連結累計期間の生産実績を事業部門別に示すと次のとおりであります。 

 （注）１．金額は平均販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（２）商品仕入実績 

  当第２四半期連結累計期間の商品仕入実績を事業部門別に示すと次のとおりであります。 

 （注）１．金額は仕入価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（３）受注状況 

 当社および連結子会社の受注生産品の売上高は、僅少でありますので記載を省略しております。 

  

（４）販売実績 

 当第２四半期連結累計期間の販売実績を事業部門別に示すと次のとおりであります。 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

４．補足情報

事業部門の名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

   前年同四半期比（％） 

厨房部門（百万円）  22,505 +3.3 

浴槽・洗面部門（百万円）  8,324 +1.6 

その他（百万円）  595 +18.9 

合計（百万円）  31,425 +3.1 

事業部門の名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

   前年同四半期比（％） 

厨房部門（百万円）  12,400 +5.7 

浴槽・洗面部門（百万円）  1,116 +1.9 

その他（百万円）  273 +15.4 

合計（百万円）  13,790 +5.6 

事業部門の名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

   前年同四半期比（％） 

厨房部門（百万円）  39,151 +5.8 

浴槽・洗面部門（百万円）  9,608 +1.3 

その他（百万円）  2,223 +10.7 

合計（百万円）  50,982 +5.2 
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